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社会人 とな った今、大学時代 を振 り返 ってみると、
も っと「社会とかかわる体験」をしたかったと感 じます。
社会と関わってみる中で、自分が働 く際に大切にしたい
価値基準をしっか りと考え、見つけ出 しておきたかった
と思います。
私は、大学3年 の10月 頃から就職活動を始めま した。
いくつもの説明会やセミナーに足を運んだり、様々な業
種の会社を積極的に回った りしま した。就職を決める際
には、自分がこれから働いていく中で大切にしたい価値
基準を明確に持ち、その会社 ・仕事と照らし合わせてみ
ることが大切だと私は感 じています。就職活動を してい
く中で、多くの会社の社長・先輩社員 ・ジョブカフェや就
職支援のスタッフの方々とたくさんのお話をしま した。
それを通 して、私はおぼろげなが らも「自分の価値基準」
が見えてきました。それは、私の場合「一人一人に親身に
な って話を聞いた りア ドバイスを したりすることで、人
の役に立てるもの」で した。運が良いことに、私は早い段
階でその思いと重なる方針を持 った会社と出会 うこと
ができ、無事採用 していただ くことができま した。
しか し、実際に働き始めてみると、様々な現実的な問
題が出てきました。例えば不規則な生活 ・社内の人間関
係…など「人の役に立ちたい」という思いが揺 らいでし
まう要素がいくつも出てきます。その時に改めて自分の
これか らの人生、働き続けていく中で大切にしたいこと
を考えてみると、家族との時間 ・健康的な生活…な ど新
たに見えてくるものがあ りました。これは、何が正 しい・
正 しくないというのではな く、人それぞれだと思いま
す。やはり、話を聞いているだけでは見えないことが、実
際に社会の中に出て体験 してみることで見えてくるこ
ともあ ります。
大学時代は、社会に出る前の準備期間ともいえると思
います。そのような大切な時期だからこそ、じっくりとこ
れから働いていく中で「大切にしたい自分の価値基準」を
真剣に考える機会や場がもっと必要だと感 じます。講義
でただ話を聞いた りディスカッションするだけではな
く、もっと社会のいろいろな人と関わったり、仕事を経験
したり出来たら良かったと今になって思います。やはり、
自分自身が経験 してみないと分からない ・見えてこない
ことはたくさんあるのではないで しょうか?
そのため、これか らはもっと積極的に大学の中でイン
ターンシップのような取 り組みを授業で取り入れ、「働
く」ということについて経験 しながら考えることを して
いってほ しいと思います。そ して、実際に社会人となっ
て働き始めたときに、少々のことでは屈することのな
い、自分の心の拠り所となる「価値基準=信 念」を持てる
ようにな ってほ しいです。
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